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4．  四 国 タ オ ル 工 業 組 合 の 危 機  

 

セーフガードの見 送 りで組 合 が四 分 五 裂 の危 機 に 

 

今 治 に タ オ ル メ ー カ ー の 組 合 が 設 立 さ れ た の は 戦 後 の こ と で あ る 。

1 9 4 7 年 に 今 治 タ オ ル 工 業 連 合 会 が 創 設 さ れ 、 1 9 5 2 年 に 中 ・ 四 国

タ オ ル 調 整 組 合 に 改 組 さ れ た の ち 、 1 9 5 8 年 に 現 在 の 四 国 タ オ ル 工

業 組 合 と な っ た 。  

戦 前 、 タ オ ル は 伊 予 木 綿 や 綿 ネ ル 、 広 幅 木 綿 と い っ た 他 の 織 物 の

副 業 と し て 生 産 さ れ た こ と か ら 、 タ オ ル の み の 組 合 は な く 他 の 織 物

組 合 に 属 し て い た 。 1 9 1 6 年 、 タ オ ル メ ー カ ー 2 5 社 が 製 品 検 査 の

必 要 か ら 小 幅 織 物 業 者 の 伊 予 綿 布 同 業 組 合（ 旧 伊 予 白 木 綿 同 業 組 合 ）

に 加 盟 し た の が 、 タ オ ル メ ー カ ー の 組 合 と し て の 歴 史 の は じ ま り で

あ る 。 小 幅 の 伊 予 木 綿 と 並 行 し て 綿 ネ ル や 広 幅 木 綿 も 生 産 さ れ て い

た 今 治 で は 、 1 8 9 4 年 に 綿 ネ ル （ 広 幅 ） 綿 布 同 盟 会 が 創 設 さ れ 、 そ

の 後 1 8 9 5 年 に 伊 予 綿 練 業 組 合 、1 9 0 7 年 に 伊 予 綿 練 同 業 組 合 に 改

称 さ れ た 。 1 9 2 0 年 に な る と 、 伊 予 木 綿 と 綿 ネ ル ・ 広 幅 木 綿 の 組 合

が 合 併 し て 今 治 織 物 同 業 組 合 が 創 設 さ れ 、 タ オ ル も 含 め て 今 治 の 織

物 業 者 が す べ て お な じ 組 合 に 加 盟 し た 。 そ し て 戦 後 、 タ オ ル メ ー カ

ー は 他 の 織 物 業 者 と わ か れ て 独 自 の 組 合 を 設 立 す る に 至 る 。  

今 治 の 織 物 業 者 の 組 合 は 、 戦 前 戦 後 を と お し て 結 束 が 固 い こ と で

定 評 が あ っ た 。 戦 後 復 興 期 に は 組 合 員 が 団 結 し て 、 広 幅 の 紋 織 タ オ

ル を 武 器 に す ぐ さ ま 国 内 外 で 市 場 を 切 り 開 き 、 生 産 量 を 増 や し て い

っ た 。 こ の よ う な 歴 史 を も つ タ オ ル メ ー カ ー の 組 合 が 、 1 9 9 0 年 頃

に 一 度 目 の 、 そ し て 2 0 0 4 年 に 二 度 目 の 大 き な 危 機 に 直 面 す る 。  

 一 度 目 の 危 機 は 、 1 9 8 9 年 、 東 洋 紡 ㈱   の 今 治 工 場 が 閉 鎖 す る

に と も な い 、 そ の 跡 地 を 組 合 が 購 入 し た こ と に 端 を 発 す る 。 バ ブ ル

経 済 の さ な か の 出 来 事 だ っ た の で 、 そ の 土 地 を 手 に 入 れ 、 半 分 は 組

合 の 施 設 と し て 利 用 し 、 も う 半 分 は あ と で 売 却 す れ ば す べ て 埋 め 合

わ せ が 付 く と い う 目 算 だ っ た 。 し か し 、 バ ブ ル 経 済 が 崩 壊 し 土 地 神

LOOKS
ノート注釈
1882年設立の大阪紡績会社が前身。1914年に三重紡績会社と合併して東洋紡績となり現在に至る。1989年に東洋紡今治工場跡地を四国タオル工業組合など繊維団体が購入する。
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話 が な く な り 、 組 合 の 1 3 億 円 の 負 債 は 塩 漬 け に な っ て し ま っ た 。

当 時 、 組 合 の 理 事 た ち は 個 人 名 で 負 債 の 保 証 人 と な る 、 と い う と り

決 め に な っ て い た 。当 然 、理 事 に な る こ と を い や が る 組 合 員 も い た 。

な ん と か こ の 困 難 を 切 り 抜 け な け れ ば 、 あ と 1 0 年 後 に は 組 合 が 破

産 す る と い っ た 状 態 に ま で 陥 っ た （ 現 在 は 隣 地 の 売 却 が 奇 跡 的 に 実

現 し 解 決 済 み ）。  

 

 

 

 

二 度 目 の 危 機 は 、セ ー フ ガ ー ド   が 見 送 ら れ た 2 0 0 4 年 に 訪 れ

た 。「 日 本 タ オ ル 工 業 連 合 会 」 が 2 0 0 1 年 2 月 に セ ー フ ガ ー ド を 政

府 に 申 請 し 、 4 回 の 「 調 査 継 続 」 の 末 、 2 0 0 4 年 に 結 局 は 見 送 ら れ

た 。9 9％ の 確 率 で セ ー フ ガ ー ド が 発 動 さ れ る だ ろ う と 期 待 さ れ て い

た が 、 組 合 の 願 い は 届 か な か っ た 。 戦 後 、 組 合 は 国 の 需 給 調 整 の も

と で 組 合 を 統 率 す る と い う 重 要 な 役 割 を 担 っ て き た 。 だ が 、 セ ー フ

ガ ー ド が 見 送 ら れ る こ と で そ の 信 用 は 大 き く 失 墜 し た 。 こ う し て 、

セ ー フ ガ ー ド の 見 送 り を さ か い と し て 、 組 合 の 団 結 力 は 失 わ れ て い

っ た 。「 組 合 は 何 も や っ て く れ な い 、何 も で き な い じ ゃ な い か 」と い

う 組 合 へ の 不 信 感 が 組 合 員 の な か で 次 第 に 増 幅 さ れ 、 組 合 の 求 心 力

は 地 に 落 ち た 。藤 高 豊 文 氏 が 理 事 長 に 就 任 し た 2 0 0 6 年 の 5 月 に 開

催 さ れ た 理 事 会 で は 、 満 足 に 人 が 集 ま ら な か っ た 。 負 債 を 抱 え 、 保

テ ク ス ポ ー ト 今 治  テ ク ス ポ ー ト 今 治 内 の タ オ ル シ ョ ッ プ  

LOOKS
ノート注釈
緊急輸入制限と訳される（英語：　safeguard）。特定産品の輸入が増加して国内の生産者に甚大な影響を与える場合、生産者を保護するために輸入を制限する規定。関税の引き上げや輸入数量の制限がおもな手段。
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護 し て も ら え る 砦 も な く し 、 組 合 は こ の あ と ど う な る の か 。 最 悪 の

場 合 、破 綻 さ え 懸 念 さ れ る な か で 戦 後 最 大 の 危 機 を 迎 え た の で あ る 。 

危 機 を 脱 す る た め に 藤 高 氏 が 何 よ り 重 視 し た の は 、 ば ら ば ら に な

っ た 組 合 員 を 再 結 集 す る こ と だ っ た 。 し か し 、 ど う や っ て 実 現 す る

の か 。 藤 高 氏 は 、 当 時 の 状 況 か ら す る と 皆 を 驚 か す 方 法 で こ れ を 実

行 し た 。「 今 治 ブ ラ ン ド で タ オ ル を 売 る 」と い う も の だ 。2 0 0 6 年 当

初 、 今 治 タ オ ル の 認 知 度 は お 世 辞 で も 高 い と は い え な か っ た 。 な ぜ

な ら 、 戦 前 か ら タ オ ル を 生 産 し 産 地 と し て 古 い 歴 史 を も ち な が ら 、

「 今 治 」 の ブ ラ ン ド は 構 築 し て こ な か っ た か ら だ 。 藤 高 氏 は 、 こ れ

を 逆 手 に と っ て 今 治 タ オ ル を 全 面 に 押 し 出 し て タ オ ル を 売 っ て い こ

う と 覚 悟 を 決 め る 。 今 治 に と っ て は じ め て の 挑 戦 で あ っ た 。  

そ の た め に 藤 高 氏 が ま ず 着 手 し た こ と は 、 組 合 内 に お け る 組 織 の

再 編 で あ る 。 2 0 0 6 年 5 月 、 藤 高 氏 は 、 藤 高 氏 の 意 図 を 理 解 し て も

ら え る 副 理 事 長 を 4 名 選 出 し 、 5 つ の 委 員 会 を 設 置 す る こ と で 3 0

名 の 理 事 す べ て が 問 題 解 決 に 向 け て 積 極 的 に 参 加 で き る 枠 組 み を つ

く っ た 。 理 事 長 と 副 理 事 長 が 一 つ ず つ 委 員 会 を 統 率 し て 、 各 理 事 を

2 つ な い し 3 つ の 委 員 会 に 配 置 し 、す べ て の 理 事 が 発 言 で き る 議 論

の 場 を 確 保 し た う え で 、 各 委 員 会 に 課 さ れ た 問 題 に と り 組 む と い う

体 制 を 整 え た 。 5 つ の 委 員 会 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

 

①  今 治 タ オ ル ブ ラ ン ド 推 進 委 員 会  

②  人 材 育 成 委 員 会  

③  新 商 品 開 発 委 員 会  

④  輸 出 促 進 委 員 会  

⑤  産 地 構 造 改 革 委 員 会  

  

5 つ の 委 員 会 は 、「 今 治 ブ ラ ン ド で タ オ ル を 売 る 」、 す な わ ち 「 今

治 タ オ ル を も っ と 認 知 し て も ら い 、 今 治 タ オ ル を も っ と 買 っ て い た

だ く 」 と い う 目 標 を 、 最 終 的 に 達 成 す る た め に 設 置 さ れ た 委 員 会 で

あ る 。  
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 運 よ く 、組 織 再 編 後 の 2 0 0 6 年 6 月 に J A P A N ブ ラ ン ド 育 成 支 援

事 業   の 認 可 を う け て 目 標 達 成 に 必 要 と な る 資 金 を 確 保 す る こ

と が で き た 。 そ し て 満 を 持 し て 、 J A P A N ブ ラ ン ド 育 成 支 援 事 業 の

も と で 「 今 治 タ オ ル プ ロ ジ ェ ク ト 」 が 立 ち 上 が っ た 。  

上 記 の 5 つ の 委 員 会 は プ ロ ジ ェ ク ト に そ っ て 、各 々 の 課 題 に と り

組 ん だ 。 ① の 「 今 治 タ オ ル ブ ラ ン ド 推 進 委 員 会 」 は 全 体 の 調 整 や ア

ク シ ョ ン プ ラ ン の 検 討 ・ 実 施 、 ② の 「 人 材 育 成 委 員 会 」 は タ オ ル ソ

ム リ エ 資 格   認 定 や タ オ ル マ イ ス タ ー 制 度   な ど の 検 討 、 ③ の

「 新 商 品 開 発 委 員 会 」 は タ オ ル の 品 質 基 準 や タ オ ル 見 本 帳 な ど の 検

討 、 ④ の 「 輸 出 促 進 委 員 会 」 は 海 外 市 場 調 査 な ど 海 外 進 出 に 向 け た

検 討 、 ⑤ の 「 産 地 構 造 改 革 委 員 会 」 は 資 材 の 共 同 購 入 、 染 色 ・ 縫 製

な ど 関 係 団 体 と の 調 整 お よ び 情 報 共 有 を 、 そ れ ぞ れ の お も な 業 務 と

し た 。 こ う し た 委 員 会 を 、 最 終 的 に は 今 治 ブ ラ ン ド 構 築 に 収 斂 さ せ

て い っ た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

LOOKS
ノート注釈
2004（平成16）年度に創設された経済産業省の補助事業。中小企業庁が窓口となり、「国内外の市場で通用するブランド力の育成・強化を図るため、地域の中小企業が一丸となってマーケットリサーチ、専門家の招へい、新商品開発・評価、国内外の展示会への参加、広報等の取組を行うプロジェクトについて、総合的な支援が受けられる事業」（「平成16年度JAPANブランド育成支援事業実績報告書」より抜粋）である。全国商工会連合会および日本商工会議所への委託事業であり、これらが地元の中小企業や組合などに対してプロジェクトを提案し、また選定をおこなう。支援内容は目的別または段階的に3つに分かれている（以下、「中小企業庁」のガイドラインより引用）。
（1）戦略策定支援（1件あたり500万円程度の定額補助）
地域の強み・弱み等を徹底的に分析し、明確なブランドコンセプトと基本戦略を固めるため、専門家の招へい、マーケットリサーチ、セミナーの開催などの取組みに対して支援。
（2）ブランド確立支援（1件あたり最大3000万円の3分の2を補助）
中長期的な視野に立ったブランド確立への取組みを支援するため、最大3ヵ年にわたり、デザイナー・アドバイザーの招へい、新商品開発・デザイン開発、国内外の展示会出展などの取組みに対して支援。
（3）先進的ブランド展開支援（1件あたり最大3000万円の3分の2を補助）
JAPANブランド関連プロジェクトのうち、ブランド価値の向上と本格的な事業展開に向けた先駆的事業を行う「先進的プロジェクト」を選定し、重点的に支援。また、「先進的プロジェクト」を先進事例として分析し、他の中小企業者等が活用できるよう情報提供を行う。

LOOKS
ノート注釈
タオル選びのアドバイザーを育成するために設置した資格。2007年9月に第1回タオルソムリエ試験がおこなわれ、以降年にほぼ１回実施。その他、著名人を「名誉タオルソムリエ」に認定し今治タオルの認知度を高めている。

LOOKS
ノート注釈
タオルの製造技術に優れた技術者を顕彰し、次世代の技術者を育てることを目的に設置された制度。2008年に第1回タオルマイスター叙任式がおこなわれた。


